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【 手 続 補 正 書 】
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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 容 器 内 に 加 圧 流 体 を 開 放 可 能 に 収 容 す る 機 構 で あ っ て ：
　 前 記 容 器 内 部 の 流 体 と 接 触 可 能 で 破 裂 可 能 な 膜 で あ っ て 、 流 体 に よ る 圧 力 に 抗 す る 外 部
支 持 を う け る と き は 、 加 圧 流 体 の 流 れ を 阻 害 す る よ う に 構 成 さ れ 、 ま た 、 流 体 に よ る 圧 力
に 抗 す る 外 部 支 持 を う け な い と き に は 、 流 体 に よ る 圧 力 に よ っ て 破 裂 可 能 で あ る 、 前 記 破
裂 可 能 な 膜 ； お よ び
　 流 体 に よ る 圧 力 に 抗 し て 、 前 記 破 裂 可 能 な 膜 に 外 部 支 持 を あ た え る 支 持 部 材 で あ っ て 、
ガ ス 発 生 器 の 起 動 に よ っ て 形 成 さ れ る 燃 焼 生 成 物 に さ ら さ れ る と 、 破 断 可 能 お よ び ／ ま た
は 分 解 可 能 で あ る 、 前 記 支 持 部 材 を 具 備 し 、
　 ガ ス 発 生 器 の 起 動 に よ り 生 成 さ れ る 燃 焼 生 成 物 は 、 支 持 部 材 と 接 触 し 、 そ れ に よ り 支 持
部 材 を 破 断 か つ ／ ま た は 分 解 し て 破 裂 可 能 な 膜 の 支 持 を 解 除 す る と と も に 、 該 膜 の 破 裂 を
可 能 に し て 加 圧 流 体 を 開 放 す る 、 前 記 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 容 器 に 結 合 さ れ 、 加 圧 流 体 を 受 け い れ る 通 路 を 画 定 す る ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 流 体 に よ
る 圧 力 に 抗 す る 外 部 支 持 を う け る と き は 、 破 裂 可 能 な 膜 が 前 記 ハ ウ ジ ン グ 通 路 を 介 す る 加
圧 流 体 の 流 れ を 阻 害 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ を さ ら に 具 備 す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ガ ス 発 生 器 が 起 動 さ れ る と 、 支 持 部 材 と の 流 体 連 通 が 可 能 と な る よ う に 配 置 さ れ 、 支 持
部 材 の 破 断 に 適 す る 燃 焼 生 成 物 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ た ガ ス 発 生 器 を さ ら に 具 備 す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も １ つ の エ ア バ ッ グ と ；
　 該 エ ア バ ッ グ に 結 合 さ れ 、 衝 突 時 に エ ア バ ッ グ を 膨 張 さ せ る た め に エ ア バ ッ グ の 内 部 と
の 流 体 連 通 を 可 能 に す る 、 エ ア バ ッ グ イ ン フ レ ー タ と を 備 え る エ ア バ ッ グ シ ス テ ム で あ っ
て 、
　 前 記 イ ン フ レ ー タ は 、



　 開 口 を 有 す る 加 圧 ガ ス ボ ト ル で あ っ て 、 前 記 開 口 は 、 ガ ス 発 生 器 の 起 動 前 に は 封 止 さ れ
て い る 、 前 記 加 圧 ガ ス ボ ト ル ；
　 該 ボ ト ル に 結 合 さ れ 、 前 記 開 口 を 覆 う ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 ガ ス 通 路 、 第 １ 端 、 第 ２ 端
、 お よ び 第 １ 端 と 第 ２ 端 を 通 じ て 伸 び る 長 軸 を 画 定 す る 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ ；
　 ガ ス 発 生 器 の 起 動 前 に お い て 、 前 記 通 路 内 部 で あ っ て 前 記 開 口 の 上 に 固 定 さ れ る 支 持 部
材 で あ っ て 、 前 記 通 路 を 介 す る ガ ス 流 を 阻 害 す る 、 前 記 支 持 部 材 ； お よ び
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 結 合 さ れ 、 か つ 前 記 軸 か ら 離 れ て 配 さ れ る ガ ス 発 生 器 で あ っ て 、 ガ ス
発 生 器 が 起 動 さ れ る と 、 前 記 支 持 部 材 と 流 体 連 通 す る 、 前 記 ガ ス 発 生 器 を 具 備 し 、
　 イ ン フ レ ー タ が 起 動 さ れ る と 、 ガ ス 発 生 器 は 、 前 記 支 持 部 材 を 破 断 さ せ 、 か つ ／ ま た は
前 記 支 持 部 材 の 分 解 を 開 始 さ せ る ガ ス を 供 給 し 、 そ れ に よ り 前 記 ボ ト ル か ら ハ ウ ジ ン グ を
通 じ て 前 記 通 路 に ガ ス を 開 放 す る 、
　 前 記 エ ア バ ッ グ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ハ ウ ジ ン グ お よ び 該 ハ ウ ジ ン グ か ら 伸 び る 安 全 ベ ル ト を 備 え る 安 全 ベ ル ト ア セ ン ブ リ と
、 少 な く と も １ つ の エ ア バ ッ グ お よ び エ ア バ ッ グ イ ン フ レ ー タ と を 具 備 す る 車 両 乗 員 拘 束
シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 イ ン フ レ ー タ は 、
　 開 口 を 有 す る 加 圧 ガ ス ボ ト ル で あ っ て 、 前 記 開 口 は 、 ガ ス 発 生 器 の 起 動 前 に は 封 止 さ れ
て い る 、 前 記 加 圧 ガ ス ボ ト ル ；
　 該 ボ ト ル に 結 合 さ れ 、 前 記 開 口 を 覆 う ハ ウ ジ ン グ で あ っ て 、 ガ ス 通 路 、 第 １ 端 、 第 ２ 端
、 お よ び 第 １ 端 と 第 ２ 端 を 通 じ て 伸 び る 長 軸 を 画 定 す る 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ ；
　 ガ ス 発 生 器 の 起 動 前 に お い て 、 前 記 通 路 内 部 で あ っ て 前 記 開 口 の 上 に 固 定 さ れ る 支 持 部
材 で あ っ て 、 前 記 通 路 を 介 す る ガ ス 流 を 阻 害 す る 、 前 記 支 持 部 材 ； お よ び
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 結 合 さ れ 、 か つ 前 記 軸 か ら 離 れ て 配 さ れ る ガ ス 発 生 器 で あ っ て 、 ガ ス
発 生 器 が 起 動 さ れ る と 、 前 記 支 持 部 材 と 流 体 連 通 す る 、 前 記 ガ ス 発 生 器 を 具 備 し 、
　 イ ン フ レ ー タ が 起 動 さ れ る と 、 ガ ス 発 生 器 は 、 前 記 支 持 部 材 を 破 断 さ せ 、 か つ ／ ま た は
前 記 支 持 部 材 の 分 解 を 開 始 さ せ る ガ ス を 供 給 し 、 そ れ に よ り 前 記 ボ ト ル か ら ハ ウ ジ ン グ を
通 じ て 前 記 通 路 に ガ ス を 開 放 す る 、
　 前 記 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ガ ス 発 生 器 が ハ ウ ジ ン グ に 保 持 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の
【 請 求 項 ９ 】
　

燃 焼 生 成 物 が 、 前 記 軸 に 対 し て 実 質 的 に 直 交 す
る 線 に 沿 っ て 導 か れ る 、 請 求 項 に 記 載 の 機 構 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 支 持 部 材 が 破 裂 可 能 な 膜 に 隣 接 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 機 構 。
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機 構 を 用 い る エ ア バ ッ グ シ ス テ ム 。

機 構 を 用 い る 車 輌 搭 乗 者 保 護 シ ス テ ム 。

破 裂 可 能 な 膜 お よ び 支 持 部 材 が 、 共 通 の 軸 に 沿 っ て 広 が り 、 ガ ス 発 生 器 が 前 記 軸 か ら 離
れ て 配 さ れ 、 ガ ス 発 生 器 が 起 動 さ れ る と 、

、 前 記 軸 に 向 か っ て １
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